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１．はじめに
　本稿は、群馬工業高等専門学校の入試状況の動向を公
表されているデータを中心にまとめたものである2）。毎年
出生率が下がり続けている中、大学だけでなく、高校も、
私立だけでなく、国公立のすべての教育機関が入学者確
保のために様々な対策を行っている。私立学校の中には、
塾や予備校から入試対策のための情報や助言を仰ぐ、入
試専門の担当者を迎え入れるなどの対策をしていること
もある。
　群馬高専に関する塾や予備校による入試レポートや分
析を筆者は知らない。そのため、公表されている数値か
ら、最近の入試動向をまとめて、今後の入試対策への一
助になりうることを期待しつつ取りまとめていく。
２．入試動向の推移
　群馬高専の入試動向として、1995年以降の志願者の
推移を図１にまとめた。1995年は、群馬高専において
推薦入試が開始された年である。関東甲信越地区の中で
群馬高専の推薦入試の開始はもっとも遅い。木更津高専
は 1980年度から、茨城高専や小山高専は 1981年度から、
推薦入試を導入していることを考えると、同地区の他の
高専に比べて、群馬高専は推薦入試の必要性が少なかっ
たといえるであろう。
　推薦入試導入以降、推薦入試志願者は増加傾向にある。
推薦入試の入学者定員は過去何回か変更してきたが、最
近は推薦入試の定員を 15人と明記している。募集人員
の明記は、文部科学省による入試指導であるが、推薦入試
の定員の増加だけでなく、人員を明確にしたことによっ
ても、推薦入試の志願者が増加しているのであろう。
　一方、学力入試の志願者は、推薦入試の志願者の伸び
と比べると、近年は頭うち、あるいは減少傾向にある。
　学力入試の志願者と推薦入試の志願者をあわせた入試
倍率をみても、近年は頭うち、あるいは低下傾向の局面
にあることが分かる。
　高専は、専門学科別に募集している。今後の参考のた
めにも、学科ごとにも、入試動向を図示した。学科ごと
に、入試動向の実態は大きく異なっている。学科ごとに
直面している状況が異なるため、考察することは容易で
はない。図から分かる範囲で簡単に学科の状況を解説す
る（2～ 3頁、図 1参照）。
　機械工学科（Ｍ科）は、最近の数年間は安定した志願
者を維持している。推薦入試開始直後は、入試倍率が低
下した時期もあったが、「ものづくり」への社会的な再
評価や北関東地域での製造業の堅実さなどが、機械工学
を支えている。また、高専ロボットコンテストに関する
全国的な報道や取り組みが、機械への関心を高めている
ことも事実である。
　電子メディア工学科（旧称電気工学科、Ｅ科）は、推
薦入試開始後、不人気といえる学科である。Ｅ科の志願倍
率は、学校全体の志願倍率を上回ったことがこの間一度
もなく、５学科の中で志願倍率は下位であった。群馬県
下の工業高校においても、電気系統の学科が不人気であ
ることも考慮すると、中学生が電気工学全体に関してマ
イナスのイメージをもっているとしか考えようがない。
しかし、「ものづくり」の上で、電気の果たす役割は大
きいものがあるにもかかわらず、電気工学が不人気な理
由について、今後検討していく必要があろう。
　また、電気工学科から電子メディア工学科に名称変更
した効果が現れているとは明確には考えにくい。現時点
では、名称変更の効果を判定することは困難であるかも
しれない。しかし、Ｅ科が独自に入試対策を考える際に
は、名称変更の効果を分析する必要はあろう。
　電子情報工学科（Ｊ科）は、1995～ 2000年と 2000
年以降に分割できる。1995～ 2000年の間は、学力志願
者がつねに 70人以上いた。この間、Ｊ科の志願倍率は
上位であった。学力志願者が多かったことが、Ｊ科の倍
率の高さの要因であった。
　2000年以降は、Ｊ科の志願倍率は低下傾向にある。
これまで人気の学科であったのが、近年人気学科でなく
なった理由は不明である。１つの要因として、Ｅ科の名
称変更も影響しているのであろう。しかし、Ｅ科が名称
変更したからといって、Ｊ科の志願者がこれほど減ると
は考えにくい。学科創立 20年を迎えるＪ科には、大き
な転機を迎えているのかもしれない。
　物質工学科（Ｋ科）は、志願倍率の振幅が激しい。志
願倍率が不人気だった年もあったり、人気が高かった年
もあったりする。最近は、ますます高まる環境への関心
や技術を背景に、Ｋ科への人気も高くなっていると考え
られる。
　環境都市工学科（Ｃ科）は、志願倍率の傾向が明確に
表れている。基本的には倍率が高いと翌年は下がり、倍
率が低いと翌年上がるというサイクルを描いている。環
*人文科学系・経済学
群馬高専の最近の入試動向1）
杉　浦　立　明 *
（2006年11月30日受理）
1
図 1　群馬高専の入試状況
（全学科） （機械工学科）
（電子情報工学科）（電子メディア工学科）
群馬高専レビュー・No.25（2006）
2 THE GUNMA-KOHSEN REVIEW, No.25, 2006
図 1　群馬高専の入試状況（続き）
境への関心や技術が社会的に高まる中で、Ｃ科にもっと
志願者が増えていても不思議ではない。Ｃ科の動向は、
一学科の動向だけでなく、群馬高専全体の動向を左右し
ている。
３．入試動向の要因分解
　入試動向について、必ずしも適切ではないかもしれな
いが、入試倍率の対前年変化率を各専門学科で要因分解
した3）。推薦入試、学力入試、入試全体の３項目につい
て図示した（次項、図 2参照）。
　全期間を通して、推薦入試の要因分解で目立っている
のは、Ｋ科である。Ｋ科の推薦志願者が伸びると、推薦
入試の倍率も伸びる。また、Ｋ科の推薦志願者が落ち込
むと、推薦入試の倍率も落ちる。
　また、Ｊ科の推薦志願者も 2000年まではＫ科よりも、
推薦入試の倍率に影響を与えていた。しかし、2000年
以降、年によって推薦入試に大きな影響を与えることも
あるが、近年になるほど影響力は小さくなっている。
　学力試験の要因分解では、全期間を通じて、Ｃ科の動
向が影響している。Ｃ科の学力志願者が減ると、学力試
験の志願者も減り、Ｃ科の学力志願者が増えると、学力
試験の志願者も増える。Ｋ科の学力志願者もＣ科の動向
に次いで、影響を及ぼしている。
　最後に、推薦入試と学力入試をあわせた入試全体の要
因分解から、Ｋ科とＣ科の動向が大きく影響しているこ
とが確認できる。すなわち、Ｋ科の推薦志願者とＣ科の
学力志願者の増減が入試倍率に影響している。
４．群馬県・埼玉県の入試状況
　最後に、群馬高専を受験する群馬県、埼玉県の中学校
卒業者の動向を図示した（次項、図 3参照）。1990年 3
月卒業者から示しているが、群馬・埼玉県ともに 1990
年以降毎年中学校卒業者は減っている。埼玉県の減少の
ペースは著しい。中学卒業者の減少のペースに比べると、
群馬高専の近年の志願倍率は健闘しているといえる。今
後も中学卒業者の減少は毎年続いていくと予測されてい
る。
　群馬県では、2007年度入試から県立高校の全日制課
程普通科の通学区域を群馬県全域とする。この通学区域
下で、群馬県の公立高校が地元の中学卒業者を中心に受
け入れてきたのに対して、群馬高専は群馬県全域の中学
生を対象としてきた。このような恩恵は 2007年度から
受けられなくなり、群馬高専の入試に与える影響は大き
い。
　また、埼玉県は、東京への通学・通勤圏内にあり、近
年ますます東京へのアクセスが容易になっている。1997
年以降東京都の高校に毎年 5000人以上が進学している。
東京都への進学者は埼玉県の進学者全体にしめる割合で
も７～８％の水準である。一方で、埼玉県からの群馬県
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への高校進学者は毎年 100人をこえているものも、埼玉
県の進学者全体にしめる割合では１％にみたない 0.2％
の水準である。また、埼玉県でも、2004年度入試から
県立高校の全日制課程普通科の通学区域を廃止してい
る。以上から、埼玉県から群馬高専志願者を増やすこと
は容易なことではない。
４．おわりに
　以上が群馬高専の入試動向についてまとめたものであ
る。各学科の志願者の情報や、群馬県・埼玉県の中学卒
業者の情報を紹介して、今後の活動の一助になれば幸い
である。今回の資料は、最近の入試状況に限定している
が、必ずしも十分な資料を収集してはいない。この点に
ついて、今後も検討を続けていきたい。
　教育機関をとりまく環境は年々厳しくなっている。高
専をめぐる環境も厳しさを増している。若者の職業意識
をより高めるために、中学校や高校でも職業教育の体験
が盛んになっている。また、多くの大学でもインターン
シップや職業意識を高めるための講義が導入されてい
る。高専の本来の目的は、職業教育の完成にあることを
考えると、他の教育機関には負けない職業教育の経験や
伝統がある。学校教育の中で、職業教育の再認識がなさ
れていることは、高専への追い風になるともいえるので
あろう。
1）本稿は、すべて筆者個人の責任で執筆されており、所属機関の見解を
示すものではない。
2）群馬高専に関する数値は、「学校要覧」や「入試広報資料」によるもの
である。群馬県や埼玉県に関する数値は、各県庁ホームページの「学校
基本調査」から入手した。
3）１つのデータが複数のデータで構成されているときは、変化率をこれ
ら複数の要因に分解することができる。要因分解した数値を寄与度とよ
ぶ。要因分解の式は、全学科の志願者をＴ，Ｍ科の志願者をＭ、Ｅ科の
志願者をＥ、Ｊ科の志願者をＪ、Ｋ科の志願者をＫ、Ｃ科の志願者をＣ
として、各変数の変化分を dとすると、
　(dT)/(T) = (dM)/(M)*(M/T) + (dE)/(E) *(E/T) + (dJ)/(J) *(J/T) + (dK)/(K) 
*(K/T) + (dC)/C) *(C/T) 
This is a report that investigates the recent trends in the entrance examination for Gunma National College of 
Technology through an analysis of its official data.  An analysis is made of the year-on-year percentage changes 
of the ratio of applicants to places of each Department. The following three items are graphed: the number of preferred 
applicants, that of general applicants, and that of total applicants. As compared with the pace of the decrease in the 
number of junior high graduates, it could be said that Gunma National College of Technology has been making good 
efforts to attract applicants.
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